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　2月7日（土）8日（日）の２日間、第24回With 
You さいたまフェスティバルを開催しました。
　施設を一部改修中であり会場が手狭な中で
の開催でしたが、男女共同参画の視点を持って
県内で活動を行う37団体が日頃の成果や研究
結果を発表しました。
　８日はあいにく大雪となりましたが、２日間で
900人を超える方々にご来場いただき、出展
者、来場者の方々の熱気で盛り上がりました。
　また、今回は２月1日～２３日の間、オンライン
展示を当センターホームページ上で開催し、た
くさんの方に閲覧いただきました。

文芸評論家
京都市立芸術大学非常勤講師 三宅香帆 さん

２/８（日） With You さいたまフェスティバル講演会

第24回With You さいたまフェスティバル開催報告
フェスティバルの様子を紹介しています。ぜひ、ご覧ください。

みやけ　 か　 ほ

　フェスティバルの最後を飾る講演会
には、文芸評論家で京都市立芸術大
学非常勤講師の三宅香帆さんをお招
きしました。
　本当によい本とは、人生を変えてし
まうくらい刺激的な本であること。そ
して読書の醍醐味とは、そんな本に出
合うこと。そんな本を紹介したいし、自
分でも書いてみたい、と本に関わる発
信をしていると自己紹介されました。
　最近では本は教養、知識を得るもの
から、知りたい情報をピンポイントに
得るものに変容してきており、知りた
い情報の背景文脈や周辺知識はノ
イズとされ好まれなくなった。しかし、

ノイズがなくなると新しいアイデアが
生まれない、他者への想像力がなくな
るのではないかと危惧されました。
　ノイズを取り入れるためには「半身」
＝「全身全霊」でない働き方が必要で、
仕事以外の文脈を生活に取り入れる
ことが大切だと話されました。これか
らは仕事も生活も半分半分になるとよ
いのではと提案されました。
　いつも本を机の上に置いておく、カ
バンの中に入れておくなど手に取りや
すくして、皆さんに本を読みたいと
思ってほしいとまとめられました。　
　会場からは活発に質問の手が挙が
り、丁寧にお応えいただきました。

みやけ　 か　 ほ

『なぜ働いていると
　本が読めなくなるのか』
～著者と考える「半身」の生き方、働き方～
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https://www.pref.saitama.lg.jp/withyou/event/
report/r7/24th-festival-report.html

　災害は、すべての人に影響を及ぼしますが、特に女性、高齢者、障害者、こども、
ひとり親家庭など、社会的に脆弱な立場にある人 に々深刻な影響を及ぼします。国
は、東日本大震災の経験から、災害・防災施策にジェンダーの視点を取り入れるこ
とが重要だと考え、令和2年に「災害対応力を強化する女性の視点～男女共同
参画の視点からの防災・復興ガイドライン～」（以下、「ガイドライン」という。）を
作成しました。現在、この方針に沿った取組が進められています。　
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能登半島地震における対応状況
　令和6年能登半島地震では家屋崩壊や火災が起こり、大
きな被害が発生しました。内閣府男女共同参画局は地震発
生当日に、被災自治体に「ガイドライン」に沿った対応を要請
するとともに、すぐに職員を派遣し、性暴力・DV防止のための
啓発ポスターの作成（　　）、「避難所チェックシート」活用、
防犯ブザーの配布等に係る支援をしました。また、石川県は
災害時要配慮者が被災地外の避難施設やホテル等の２次避
難所に移動するまでの間支援する１．５次避難所を初めて設
置しました。１．５次避難所では、早期に女性専用スペースを設
置し、２４時間開放するなどの工夫がなされました。各地の避
難所においても、医療・保健等の専門チームの女性職員や女
性の防災リーダーが、女性用物資やトイレの衛生管理などの
支援を行いました。

繰り返される女性たちの困難や負担
　一方で、これまでの災害対応と同じように、避難所の運営や
環境づくりにジェンダーの視点が十分に取り入れられていな
い事例もありました（　　）。住民組織のリーダーに女性が非
常に少ないために、女性たちが自分の意見を言いづらい状況
や、無償のケア労働が主に女性へ偏っている状況が依然とし
てありました。こうした背景には、固定化された性別による役割
分担の意識が依然として強く根付いていることが考えられま
す。内閣府男女共同参画局が公表した調査では、これらの課
題を踏まえて、自治体の防災会議や災害対策本部、防災部門
における女性職員の割合をより一層高めていくこと（　　）や
避難所運営の研修・訓練に男女共同参画の視点を組み入れ
ることなどが提言されています。また、新たな課題として、被災自
治体だけではなく被災地を応援する自治体派遣職員や民間
支援機関等からの支援者にも女性が多くなってきているため、
女性専用の宿泊スペース、更衣室、休憩室の確保や必要な持
ち物等に関する情報を交換できるような環境づくりも求められ
ています。

におけるジェンダーの

令和７年11月　公益財団法人ほくりくみらい基金、フラはなの会、減災と男女共同参画研修推進
センター、公益財団法人みらいRITA、YUIみらいプロジェクト発行　『彩りあふれる能登の復興へ 
令和６年能登半島地震の女性の経験と思いに関するヒアリング調査』から引用

出典 ： 内閣府「地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する施策の推進状況」
図3　地方防災会議における女性委員の割合の推移

能登半島地震における女性の声
多くの避難所において、女性の視点が欠如していた

県外の公務員の応援チームが派遣されて
きたが全員男性。（派遣の必要性を聞かれて）
避難所運営を行った男性が「女性（の職員）は
特にいらない」と答えてしまった。

更衣室は用意されず、着替えるところがない。
プライバシーが守られない。

避難所内での男性によるつきまといがあった。
警察ができたのは、防犯ブザーを渡すくらい。

炊き出しに一日7時間。
睡眠が2，3時間しかない日が続いた。

物資担当者は男性ばかり。下着を選んでいる
ときに男性が見ている状態。
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都道府県 市町村

令和６年度 男女共同参画の視点からの
能登半島地震対応状況調査

内閣府男女共同参画局、２０２５年
https://www.gender.go.jp/research/kenkyu/
notohanto_r7_research.html

災害防災 視点 能登半島地震の経験から考える

これから取り組むべきこと
　災害時には、平常時の性別役割分担や男女格差がさらに浮き彫
りになるため、普段からジェンダー平等に対する意識を高めることが
重要です。女性も主体的に地域防災に関わり、多様な視点を取り入
れた地域防災の仕組みを作ることで、誰一人取り残されない防災
対策が可能になります。南海トラフ地震や首都直下地震などの大規
模災害に備え、家庭や地域・職場でのジェンダー平等と多様性を
進め、支え合う地域づくりを進めましょう。
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　近年、自然災害が激甚化・頻発化し、埼玉県内にお
いても、ゲリラ豪雨や台風、突風などによる被害が発
生しています。こうした中、災害により自宅で生活でき
なくなった方々に、誰もが安全・安心な「生活の場」とし
て避難所を提供することは、非常に重要です。埼玉県
が行っているジェンダー視点を取り入れた取組をご紹
介します。

　県では、令和６年１２月に「ジェンダー視点による避難
所開設・運営の充実強化のための標準手引き」を作成し
ました。手引きには、チェックリストを掲載し、市町村が、
現状の運営体制やマニュアルを点検し、見直しができる
ようにしています。令和７年５月には、埼玉県地域防災計
画にこの標準手引きについて追記しました。
　また、令和７年１月には、埼玉県と白岡市が共同で、
自主防災組織や施設管理者にご参加いただき、避難
所のレイアウトを検討するワークショップを開催しまし
た。そして、この様子を映像資料としてまとめ、市町村
の皆様にご案内しました。
　さらに、令和７年９月には、九都県市合同防災訓練に
おいて、幸手市とともに避難所開設・運営訓練を実施
しました。訓練には、幸手市内の複数の自主防災組織
にご参加いただいたほか、多くの市町村が視察に訪れ
ました。訓練では、女性特有の体調不良のための休憩
スペースの必要性があげられ、パーティションを設置
しました。
　埼玉県では、今後も、市町村による、標準手引きや
映像資料を活用した避難所レイアウト検討や訓練実
施を支援し、誰もが安心安全な避難所環境整備に取り
組んでいきます。

ジェンダー視点を取り入れた災害対策課の取組紹介

女性
スペース埼玉県の防災におけるジェンダー主流化＊推進について

＊……「ジェンダー主流化」とは、 あらゆる施策において、固定的性別役割分担、
性差別、偏見等が社会的に作られたものであることを意識する視点を取り入れ
ることで、一つの施策が結果として男女間で格差をもたらしていないかを点検
し、施策効果の向上を図る取組です。
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令和７年９月　幸手市における九都県市合同災害訓練の様子

巡回中 巡回中


